
ネ
グ

リ

ジ

ェ

ン

ス

法
と
知

訣

母
∽

熊

ト
Q

句

邑
や

ー

1

-
イ

ギ

リ
ス

不

払
行
為
法
研
究
ノ

ー

ト

ー

( 8 5 ) 研 究 ノ ー ト

飯

塚

和

之

は

じ

め

に

本
稿
は

､

イ

ギ

リ
ス

不

法
行
為
法
研
究
の

一

部
と

し
て

､

ネ

グ

リ

ジ

ェ

ン

ス

不

法
行
為
の

立

証
に

お

い

て

問
題
と

な
る

言
L

こ
甘

へ

こ
遺
賢
ざ
1

原

則

を

検
討
す
る

も

の

で

あ

る
｡

わ
が

民

法
七

〇
九
条
の

ご

と

く
､

故
意

･

過
失
の

立
証
を

原
告
に

負
担

さ
せ

た

と

さ

れ

る

法
制

度
の

下
で

は
､

あ
る

場
合
に

は
､

原
告
に

苛
酷
な

結
果
を

生

ず
る

こ

と

が

あ

る
｡

と

り

わ

け
､

被
害
者
の

手
の

届
か

な
い

厚

い

壁
の

む
こ

う
側
で

､

巨
大
な

機
械
装
置
の

下
で

､

あ

る
い

は

高
度
な

知

識
と

熟
練
を

要
す

る

行

為
の

下
で

生

ず
る

出
来
事
に

つ

い

て
､

そ

の

す
べ

て

の

経
過
の

説
明
を

､

資
力
乱
上

向

度
な

知
識
も

有
し

な
い

被
害
者
に

要
求

す
る

こ

と

は
､

あ

ま

り
に

も

不

当
と

言
わ

ざ
る

を

え
な

い
｡

そ

し

て
､

こ

の

不

当
な

結
果
を

回

避
し

ょ

う
と

す

る

努
力
は

､

過
失
概
念
の

解
釈
や

過

失
の

事
実
上

の

推
定
の

理

論
を

通
し
て

､

あ
る

い

は
､

｢

立

証

責

任
の

転

換
+

立

法
や

｢

無
過
失

責
任
+

立
法
を

通
し
て

行
な

わ
れ

て

き
て

い

る
｡

本
稿
は

､

こ

の

よ

う
な

努
力
の

イ

ギ

リ

ス

法
に

お

け
る

表
現
の

一

つ

と

し

(

1
)

て
､

ネ
グ

リ

ジ
ェ

ン

ス

の

立
証
を

原
告
に

負
担
さ

せ

る

通
常
の

立

証
段
階

を

辿
る

と

き

に

生

ず
る

困

難
を

､

一

定
の

事
情
の

下
で

軽
減
す

る

機
能
を

果
た

し

て

き

て

い

る

言
ゎ

母

旨

訂
呵

～

鼓
弓

原

則
を

､

ネ

グ

リ

ジ

ェ

ン

ス

(

2
)

不

法
行
為
の

発
展
と
の

関
わ

り

を

意
識
し

な
が

ら

紹
介

･

検
討
し

ょ

う

と

(

3
)

(

1
)

す
る

も
の

で

あ

る
｡

(

1
)

ネ

グ

リ

ジ

ェ

ン

ス

の

立

証
一

般
に

つ

い

て

は
､

杉
浦

貫
一

｢

英

国
不

法

行

為
法
に

お

け
る

過

失
の

証

明
+

『

大

阪

経
大

論
集
』

五

〇

号
四

八

頁
に

譲
る

｡

(

2
)

ネ

グ

リ

ジ

ェ

ン

ス

不

法

行

為
の

形
成
に

つ

い

て

は
､

拙

稿

｢

イ

ギ

リ

ス

近

代

『

過

失
』

法
の

形

成
+

『

一

橋
研

究
』

二

二

号
三

六

頁
､

ネ

グ

リ

ジ

ェ

ン

ス

不

法

行

為
の

詳

細

な

構

造

分

析
に

つ

い

て

は
､

望

月

礼
二

郎

｢

ネ

グ

リ

ジ

ェ

ン

ス

の

構

造

H
臼
+

『

法

学
』

三

六

巻
四

号
一

頁
､

三

七

巻
二

号
一

頁
参

照
｡

(

3
)

従

来
､

言
切

首
h

白

訂
句

ま

訂
宗
1

は

｢

事

実

推
定

則
+

と

訳
さ

れ

て

い

る

が
､

こ

れ

は
､

｢

事

実

上
の

推

定
+

と

同
じ

も

の

と

誤

解

さ

れ

る

お

そ

れ

が

あ

り
､

そ

う

す
る

と
､

効

果

(

後
述
)

と
の

関

係

で

適

訳
と

は

思
わ

れ

な
い

の

で
､

本

稿
で

は
､

原

語
の

ま

ま

使
用

す

る
｡

(

4
)

比

較
的

広

範

囲
に

厳

格
責
任

法

理
を

承

認

す
る

ア

メ

リ

カ

で

も
､

ネ

グ

リ

ジ

ェ

ン

ス

不

法

行

為
に

関
わ

る

多
く

の

分

野

で
､

こ

の

原

則

の

活

用
が

は

か

ら

れ

て

い

る
｡

一

般

的

に

は
､

勺
r

O
∽

S
e

→
.

T
O

ユ
s

-

N

ご

-
N

山

h

(

き
F

e

P

-

ミ
ニ

=

河
〇

一

誌
r
t

付
r

出
Y

】

己
､

‥

七
岩

見

見

当
式

～

式

害
悪
叫

逮

宅
篭
蒜

C

葛
Q

記
念

岳
.

七

彗
叫

ヽ
.

知
設

母
昌
卜

遥
邑

･

"

や

き
こ

今
00

声

C
t

J
一
日
的

V

.

£
N

(

-

¢

ヨ
)

､

個
別

的

に

は
､

守
?

∽

S

e

l

∵
.

→

訂

』
h

岩
已
叫

や

尽
Q

畠

詩
句

C
叫
､

取

乱

已

(

望
ミ

ミ

卜
叫

乳
S
や

訂

5 9 9
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誉
∩

買
ぃ

§

且
･

笠

≠
P

｢

甲

L

ナ

ー

○

岸

〓
-

ヰ

(

-

宗
○

)
‥

C

｡

m
m
e

阜
:

ヨ
Q

･

音
叉

叫

邑
叫

書

見

恕
h

母
芸

卜

遥

邑
賢

二
讃

･

弓
乱
叫

旨
､

竃
已
や
言

邑
記

〔

已
設
㌧

芸

2

声

亡
一

｢

知
日
く
一

宏
N

(

-

芸
〇

(

論

文

紹

介
､

唄

孝

〓
一

九
六

七
]

ア

メ

リ

カ

法
一

〇

三

頁
)

こ
彗
ロ
e
S

E
･

只
ユ
e

∴
ヨ
～

空
g

叫

昌

七
書

写
冨

§
礼

卜

項
已

､
､

竪
叫

g
叫

｡

き
｡

-

∞

亡
･

C
･

｢
･

A
･

L

知
白
く
.

£
¢

.

よ
阜

(
-

宅
-

)
.

一

語

:
甘
白

～

息

鼓
弓

原
則

-
意
味
と

先

例

こ

の

ラ

テ

ン

語
の

法
諺

…
⊥
曾
白

､

遥
や

註
ミ

(

T
F
e

t

E
ロ
粥

訂
e
-

{

S

勺
e

｡

打
s

･)

の

語
議
は

､

〝

事
実
そ

れ

白
体
が

語
る

㌔

ク

事
実

自
体
が

証

明

す
る
〟

､

〝

事
実
自
体
証
明

力
を

有
す
る
″

な

ど

と

言
わ

れ

て

い

る

が
､

こ

の

法

諺
に

依
拠
し
て

､

イ

ギ

リ

ス

の

裁
判
官
達
が

､

当
初
意
図
し

た

も
の

は
､

直
接
証
拠
を

提
出
で

き

な
い

原
告
の

負
担
の

軽
減
で

あ

り
､

そ
れ

に

ょ

る

法
の

正

義
の

確
保
で

あ
っ

た
｡

事
故
原
因
の

認
識
手
段
を

有
し
な

か

っ

た

り
､

そ

れ

が

被
告
の

知
識
内
に

の

み

あ
っ

た

り
､

自
ら

進
ん

で

証
拠

を

提
出
す

る

こ

と
の

な
い

被
告
の

態
度
な

ど
の

た

め

に
､

原
告
に

苛
酷
な

不

利
益
を

も

た

ら

す

場
合
が

あ
っ

た
｡

｢

侵
害
を

受
け

た

原

告
が

ネ

グ

リ

ジ

ェ

ン

ス

を

証
明

す
る

た

め

に
､

そ

の

倉
庫
か

ら

証
人
を

呼
ば

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

､

と

言
う
こ

と

は
､

私
に

は

途
方
も

な
い

こ

と
の

よ

う
に

思
わ

(

6
)

れ
+

た

わ

け
で

あ

る
｡

哲
"

こ
甘
b

こ
遥

鼓
弓

原
則
の

内
容
を

明

確
に

定
立
し
た

と

言

わ

れ

て

い

る

先
例
は

､

哲
(

ミ
く
.

ト

表
札

旨

§
札

h

ぎ

拇
已
訂
3
･
莞

b
Q

急
設

n
Q
一

(

6
)

(

ト

00

a
)

事
件
で

あ
る

｡

ア

ー

ル

首
席
裁
判
官
(

E
r

訂
.

C
.

1

.)

の

宜
明

し

た
つ

ぎ
の

言
葉
が

こ

の

原
則
の

古
典
的
定
式
と

さ

れ

て

い

る
｡

｢

そ
の

物
が

､

被
告

ま
た

は

そ

の

被
用

者
の

管

理

下
に

あ
っ

た
こ

㈹

と
が

証

明
さ

れ
､

ま

た
､

そ
の

事

故
が

､

管
理

者
が

相

当

な

注

意
を

6

払

う

な

ら
ば

､

そ

の

物
の

通

常
の

経

過
で

は

発

生

し

な
い

も

の

で

あ

る

場

合
に

お

い

て
､

被

告

に

よ

る

説

明
が

な
い

時
に

は
､

そ

の

事

故

が

注

意
の

欠

故
に

よ
っ

て

生
じ

た
､

と
い

う

合

理

的

証

拠
を

与

え

(

7
)

る
｡

+

S
｡

｡

t

t

事
件
以

前
に

も
､

…

骨
n

こ
遥

邑
ミ

に

言
及
し

た

先

例
が

(

8
)

あ
る

｡

b
ヾ

言
恥

e
･

哲
邑
､

Q

(

-

買
い

)

事
件
の

弁
論
の

過
程
で

､

ポ
ロ

ッ

ク

財
務
裁
判
所
首
席
裁
判

官
(

勺
｡

-

-

O
C

打
.

C
.

甲
)

は
､

｢

恕
h

こ
甘
n

こ
Q
崎
や

註
中

等

と

言

わ

れ

う
る

も

の

に

は
､

い

く

つ

か

の

場
合

が

あ

る
｡

そ

し
て

､

本

件
は

､

そ

れ

ら

の

一

つ

の

よ

う
に

息

(

9
)

わ

れ

る
｡

+

と

述
べ

､

さ

ら
に

､

判
決
で

は
､

｢

樟
が

転
が

り

出
な
い

よ

う
に

注

意

す
る

の

は
､

倉
庫
に

樽
を

保

管
す
る

者
の

義
務

で

あ

る
｡

そ

し
て

､

こ

の

よ

う

な

場
合
は

､

ネ

グ

リ

ジ

ェ

ン

ス

に

つ

い

て

の
一

応
の

証

拠
(

号
叫

冨
白

甘
已
恥

e

く
一

計
ロ
C

e

(

1 0
)

｡
f

n
｡

嘗
笥
宍
e
)

を

与

え
る

で

あ

ろ

う
､

と

私
は

考
え

る
｡

+

と

判
示
し

た
｡

S
｡

｡
t
t

事
件
の

数
年
後

､

無
学
莞
ヾ

e
･

卜

昌
き

喜
監

守
叫

恥

恵
Q

達

§
札

(

11
)

哲
史

畠

C

昌
之

せ
･

(
-

笥
○

)

事
件
で

､

ク
ッ

ク

バ

ー

ン

首
席

裁

判

官

(

C
O

C

k
b
亡

2
､

C
.

J
一

)

は
､

｢

私

自

身
の

意

見

は
､

本

件
は

…

骨
包

～

息

鼓
弓

の

原

則
が

適
用
さ

れ

う
る

事

件
で

あ
る

､

と
い

う

も
の

で

あ

る
｡

…

…

そ

れ

ゆ

え
､

こ

の

事

故
が

被
告
の

ネ

グ

リ

ジ

ェ

ン

ス

か

ら

生

じ

た

か

に

閲

し
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て
､

陪
審
に

付

託
さ

れ

る

な
ん

ら

か

の

証

拠

-
そ

れ

が

い

か

に

少

し

で

あ
っ

て

も

-
が

存

在
す
る

｡

そ

し

て
､

争
い

の

な
い

事

実
か

ら
生

ず
る

推
認

(

….
訂
r
e

n
c

且

を

反

証

す
る

証

拠
を

提
出
す

る

の

は
､

(

娼
)

被
告
の

責

任
で

あ
っ

た
｡

+

と

述
べ

て

い

る
｡

紙

幅
の

関

係
で

十

分

展

開
で

き

な

か

っ

た

が
､

言
切

母

岩

㌻
崎

ま
丸

､

宅

原
別
の

実
態
を

確
立
し

た
こ

れ

ら
の

重

要
な

詔

先

例
が

一

九

世

紀
後
半
期
の

も

の

で

あ

る

こ

と
に

注
目

し
た

い

｡

そ

の

意
味
は

､

こ

の

原
則
の

形
成
が

ネ

グ
リ

ジ
ェ

ン

ス

不

法
行
為
の

形
成
と

そ
の

時
期
を

同
じ

く

し
て

お

り
､

ネ
グ

リ

ジ
ェ

ン

ス

不

法
行
為
は
こ

の

原
則
と

結
び

つ

く
こ

と
に

よ
っ

て
､

そ
の

生

誕
の

日

か

ら

厳
格

化
の

一

つ

の

端
緒
を
そ

の

中
に

潜
ま
せ

て

い

た
､

と
い

う
こ

と

で

あ

る
｡

そ

し
て

､

今
日
で

は
､

こ

の

原
則
は

､

｢

ネ

グ

リ

ジ

ェ

ン

ス

訴
訟
を

純
粋
の

過
貴
責
任
(

t
r

焉
f

だ
ー

l

什

】

i

p

E
i

t

ユ

か

ら

厳
格

責
任
へ

と
､

秘
密
裡
に

移
し

変
え

る

主

要
な

媒

介

(

13
)

物
の

一

つ

と

考
え
+

ら

れ
る

に

至
っ

て

い

る

の

で

あ

る
｡

(

5
)

妨

笥
ロ
e

V
.

出
○
む

己
訂

(
-

∞

巴
)

N

}

{
･

紆

C
･

記
㍗

諾
ジ

ー

治

E
ロ
g
.

河
e

ワ

N

冨
､

い

0

0

+

甘
1

勺
○
-

-

O

C

打
-

C
･

申

(

6
)

(

-

監
h

)

い

芦
紆

C
･

笠
か

､

-

笠

E
ロ

g
･

河
e

ワ

果
汁

被
告

の

倉
庫
か

ら

の

砂

糖
袋
の

落
下
に

よ

る

傷
害

事

件
｡

(

7
)

(

-

霊
山

)

山

H
･

紆

C
･

h

漂
､

S
-

こ
h

¢

E
ロ

g
･

R
e

p
･

霊
㌣

か

か

Y

(

8
)

(

-

∞

巴
)

N

H
･

紆

C
･

¶

N

N
､

-

詮

E
ロ

平

河
e

p
･

N

3
･

被
告

の

占

有
す
る

建
物
か

ら

の

小

麦
粉

樽
の

落
下
に

よ

る

傷

害

事

件
｡

(

9
)

(
-

∞

巴
)

N

H
･
紆

C
･
記
N

､

記
h

､

-

笠

H
ロ

甲

R
e

p
･

N

遥
､

い

○

-
.

(

1 0
)

(

-

∞

巴
)

N

]

芦
紆

C
･

記
N

-

諾
00

-

-

治

E
コ

平

河
e

ワ

N

岩
､

い

○

-

.

(

1 1
)

(

-

加

ヨ
)

山

中

中

三
r

鉄

橋
の

レ

ン

ガ

の

落

下

に

よ

り
､

公

道
通

行

中
の

原

告

が

傷
害

を

う

け
た

事

件
｡

(

1 2
)

(

-

∞

冒
)

山

中

申

さ
ー

,

き
阜

1
牟

-

h

･

(

1 3
)

芦

A
.

P

P
〓

ロ

寛
.

宅
e

嘗
g
①

ロ
C

e

訂

呂
○

仁
e

ヨ

J
p

弓
･

∞

¢

(

-

冨
ご
一

二

知

空

母
岩

訂
喝

ま
叫

､

宅

原

則

-
要

件

出
講

尽
旨

､

遥
宗

ぎ
1

事
件
が

成
立
す

る

た

め
に

は
､

二

つ

の

要
件
が

(

14
)

必

要
で

あ
る

｡

H

損

害
を

惹
起
し
た

物
･

事
態
が

被
告
の

排
他
的
管
理

下
に

あ

る

こ

し
+

｡

｢

損
害
を

惹
起
し
た

物
､

す
な

わ

ち
､

道
具
ま

た

は

侵
害
的

手

段
お

よ

び

周

囲
の

事
情
が

､

被
告
ま
た

は

被
告
の

被
用
者
の

排
他
的
管
理

ま

た

は

運
用
(

e

宍
-

宍
才
e

c

｡

ロ
t

邑
｡
M

m

賀
長
e

m
e

ロ
t
)

の

下
に

な

け
れ

ば

(

15
)

な

ら

な
い

+

の

で

あ
る

｡

こ

こ

で

の

管
理
と

は
､

相
対

的
意
味
で

あ

り
､

管
理

そ

れ

自
体
の

み

な

ら

ず
､

管
理
へ

の

権
利
(

暴
F
叶

t

C

C

O
ロ
t

邑
)

を
も

含
む

｡

現
実
の

占
有
を

伴
わ

な
い

物
の

所
有
者
も

そ

の

物
を

管
理

し

(

1 6
)

て

い

る
､

と

さ

れ

る
｡

ま

た
､

製
造

物
責
任
に

つ

い

て

は
､

事
故
発
生

時

に

管
理
が

な

く

と

も
､

製
造
過

程
時
に

管
理
が

あ

れ

ば
､

そ

れ

で

十
分
で

(

1 7
)

あ
る

､

と

考
え

ら
れ

て

い

る
｡

臼

侵
害
行
為
ま

た

は

事
故
は

､

管
理

者
が

合
理

的
な

注
意
を

払
う
な

(

旭
)

ら

ば
､

通
常
は

､

生
じ

な
い

よ

う
な

種
類
の

も
の

で

な

け
れ

ば

な

ら
な
い

｡

一
一

▲

当
該
状

況
に

関
す
る

過
去
の

凝
鹸
か

ら
､

被
告
の

ネ

グ

リ
ジ

ェ

ン

ス

が
､

00
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も
っ

と
も

よ

く
そ
の

事
故
の

原
因
を

説
明
で

き
る

場
合
が

あ

る
｡

そ

の

よ

ぅ
な

場
合
に

､

ネ

グ

リ

ジ

ェ

ン

ス

の

推
認
が

働
く

の

で

あ

る
｡

こ

こ

で

の

(

19
)

経
験
と

は
､

｢

人

間
の

通
常
の

経
験
で

あ

り
､

専
門
家
の

経

験
+

で

は

な

い

｡

こ

れ

は
､

医
師
な

ど
の

専
門
家
の

ネ
グ

リ

ジ
ェ

ン

ス

に

つ

い

て

問
題

と

な

る
｡

｢

裁
判
官
は

､

例
え
ば

､

複
超
な

開
腹
手
術
に

お

け

る

事

態
の

通

常
の

経
過
に

つ

い

て
､

個
人

的
知
識
を

有
す
る

こ

と

は
で

き

な
い

か

ら
､

こ

の

よ

う
な

易
合
に

は
､

こ

の

決
着
は

適
用
で

き

な
い

､

と

言
わ
れ

て

い

(

聖

(

聖

る
+

か

ら
で

あ

る
｡

判
決
例
で

は
､

竜
監
芸
e

.
Q

各

葛
莞

事
件
で

､

意

(

2 2
)

見
は

分
か

れ

た

が

適

用
し

､

勺

監
e
一

玩

鳥
篭

事
件
で

は

香

足
し

て

お

(

2 3
)

り
､

｢

先
例
上

､

定
ま

っ

て

い

な
い

+

と

言
え

よ

う
｡

結
局

､

こ

の

第
二

の

要
件
の

基

礎
に

あ
る

の

は
､

人
々

の

過
去
の

経

験
に

基
づ

く

常
識
で

あ

り
､

そ

れ

は
､

裁
判
官
に

と
っ

て

は
､

裁
判
所
に

顕
著
な

事
実
(
j

亡

已
c

邑

ロ
O

t

訂
e
)

に

類
似
し
た

も

の

で

あ

り
､

理

性
あ

る

人
々

(

昌

宏
｡

ロ

旨
-

e

ヨ
e

ロ
)

陪
審
に

と
っ

て

は
､

文
字

通

り
､

(

24
)

の

常
識
で

あ
る

｡

(

1 4
)

論

者
に

よ

っ

て

は
､

第
三

の

要
件
と
し

て
､

｢

被
告

か

ら

の

説

明

が

存
在

し

な
い

こ

と
+

を

あ

げ

る

(

H
.

S
t

岩
e
t

.

T
F
e

r
p

弓

｡
-

T
｡

ユ
｡

･

-

い

N

-
-

訟
(

詮
F

e

P
-

笥
N

)

)

｡

本

稿

ほ
､

∽

巴
m
O

ロ
d

.

一
+

F
e

J

芸
､

O
f

T
｡
r
t

S
､

旨
N

l
窒
∞

(

-

詮
F

e

戸

b

y

声
句

.

什

訂
苧

S

t

｡

ロ

ー

苦
心

)
‥

芦
勺
･

己
｡
r

g

賀
㍉
知
空

母
岩
卜

遥
乳
首
:
白

C

訂
等

ト

ミ

モ
ー

ー

一

斗

S

O

L

l
･

宝
か

(

-

笥
○
)

に

従

う
｡

ま

た
､

ア

メ

リ

ヵ

法
で

ほ
､

通

常
､

四

要
件

を

要
求

す
る

｡

阜

H

賀
p
e

→

紆

-

P
H

莞
S

､

N

T
F
e

｢

冒
､

○
{

T
｡

ユ
∽

､

-

○

00

ー

ー
ー

○

諾
(

-

設
8
一

(

1 5
)

T
･

E
l

亡
s

r
e

弓

昇
:

』

知

§
叫

巴
Q

邑
計

貢
い
曾
b

こ
遥

鼓
弓

ご

C
A

巳

甲

J
･

ナ

ざ

記
(

-

設
-

)
.

(

1 6
)

､

巳
年

.

ワ

諾
.

一

(

1 7
)

G
r

呂
t

く
･

T
F
e

A
ロ
S

t

邑
小

岩

只

邑
t
】

ロ
g

E

≡

ニ
ー

£
且

A
.

C
.

00

h
.

(

1 8
)

S

巴
ヨ
｡

已
､

阜

邑
･

､

p
･

旨
叫
‥

S
t

岩
e

t
､

尽
.

3.ト
.

ワ

一

汁
ご

L
e

w
i

s
､

尽
･

邑
.

､

p
.

3
.

(

19
)

ト

巳
年

.

p
.

笠
.

(

2 0
)

S

巳
m
O

n

早

島
.

邑
こ

p
.

旨
00

.

(

2 1
)

[

-

諾
や
]

N

只
.

甲

-

ヰ
.

(

22
)

[

-

窒
∞
]

N

A

〓

E
.

戸
-

宗
.

(

2 3
)

∽
t
r

e

e
t

,

尽
.

邑
.

､

勺

【

曾
r

(

2 4
)

耳
｡
S

S
e

∫

:

知
Q

h

母
昌

卜

遥

鼓
弓

訂

〔
已

さ
⊇

ぎ
､

､

い

N

C

A

r

L

知
E

く
･

-

巴
､

-

巴
(

-

芸
や

Y

三

き
h

こ
甘
熊

､

遥

邑
革
､

原
則

-
効
果

効
果
も

､

二

つ

の

場
合
に

分
け
る

こ

と

が

で

き
る

｡

H

被
告
が

な

ん

ら
の

証
拠
を

提
出
し
な
い

場
合

､

合
理

的
説
明
を

行

な

わ

な
い

易

合
｡

こ

の

原
則
の

通
用
事
件
で

あ

る

こ

と

を

主
張
す
る

こ

と

に

よ
っ

て
､

第
一

次
的
効
果
と

し

て
､

原
告
は

､

事
件
を

陪
審
に

付

託
さ

(

25
)

せ

る

権
利
を

有
す
る

｡

が
､

陪
審
は

､

た

だ

ち
に

被
告
の

ネ

グ
リ

ジ

ェ

ン

ス

を

認
定
で

き

ず
､

第
二

次

的
効
果
と

し
て

､

被
告
の

説
明

(

証
拠
ま

た

は

弁
論
に

よ

る
)

が

存
在
し

な
い

場
合
に

､

は

じ
め

て
､

当
該
事
故
は

被

告
の

ネ
グ

リ

ジ
ェ

ン

ス

に

よ
っ

て

空
し
た

､

と
い

う
合
理

頒

顎
が

与

ぇ

ら
れ

る

こ

と

に

な

り

原
告
有
利
の

評
決
を

す

る

こ

と

が

で

き

る
｡

し
か

し
､

被
告
が

説
明

を

行
な

わ
な
い

易
合
は

ま

れ

で

あ

る
か

ら
､

通
常
は

､

β0 β
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つ

ぎ
の

第
二

の

場
合
と

な

る
｡

臼

被
告
が

証
拠
を

提

出
す
る

場
合

､

説
明
を

行
な

う
瘍
合

｡

こ

の

場

合
に

は
､

立
証
責
任
(

b

弓
d
e

n

｡
{

p

3
｡
{

)

と

の

関
係
で

､

二

つ

の

説

が

対
立
し

､

効
果
が

異
な
っ

て

い

る
｡

オ
･

コ

ン

ネ
ル

(

P

ワ

○

さ
U

n
･

n
e
-

)

は
､

二

つ

の

場
合
を

､

つ

ぎ
の

よ

う
な

疑

問
形
で

示

す
｡

彼
は

､

∽
c

O

t
t

事
件
の

｢

被
告
に

よ

る

説
明
が

な
い

時
に

は
､

そ
の

事
故
が

注

意

の

欠
故
に

よ
っ

て

生

じ
た

､

と

い

う
合
理

的
証
拠
を

与
え

る
+

を

引
い

た

後
で

言
う

｡

｢

し
か

し
､

い

か

な
る

説
明
が

被
告
に

要
求
さ

れ

る

の

か
｡

も

し
､

彼
が

自
己

に

ネ

グ

リ
ジ

ェ

ン

ス

の

存
在
し

な
い

こ

と

を

明

瞭
に

説

明
で

き
る

な

ら

ば
､

そ
の

時
は

､

問
題
は

生

じ
な
い

｡

し

か

し
､

彼
が

自

己
に

ネ

グ
リ

ジ

ェ

ン

ス

が

あ
っ

た
こ

と

と

も
､

ネ

グ
リ

ジ

ェ

ン

ス

が

な

か

っ

た
こ

と
と

も

矛
盾
し
な
い

説
明
を

提
出
す

る

場
合
の

中
間
状
況
に

関
し

て

は

ど

う
か

｡

彼
は

､

十
分
な

説
明
を

提
出
し

た
の

か
｡

彼
の

負
担
し
て

い

る

責
任
は

､

㈲
ネ

グ

リ
ジ

ェ

ン

ス

の

不

存
在
を

証
明
す

る

責
任
な
の

か
､

そ

れ

と

も
､

仙
ネ

グ

リ
ジ

ェ

ン

ス

の

不

存
在
の

証
明
に

ま

で

は

至
ら

な
い

(

2 7
)

合
理

的
説
明
を

提
出
す

る

の

み
で

十
分
な

の

か
+

と
｡

オ
･

コ

ン

ネ
ル

は
､

前

者
〔

㈲
〕

を

法
律
上
の

推

定
記
(

p
H
e

S

仁

ヨ
勺

江
O

n

O

:
p

弓

旨
e

O
r

ユ
､

(

氾
)

後
者
〔

肘
〕

を

証
拠
法
則
説
(

邑
e

｡
{

e

く

E
e

ロ
C

e

t

F
e

O
【

y
)

と

呼
ぶ

｡

両
説
を

検

討
し
ょ

う
｡

便
宜
上

､

後
者
の

証
拠
法
則
説
か

ら

述
べ

る
｡

心

証

拠
法
則
説

こ

の

説
は

､

証
拠
上
の

推
定
説
と

も

呼
ば

れ
､

わ

が

国
の

事
実
上
の

推
定
に

類
似
し
た

も

の

で

あ

り
､

イ

ギ

リ
ス

の

伝
統

的
学
説

､

多
数
判
決
例
の

と

る

と
こ

ろ
で

あ
る

｡

そ

の

内
容
は

､

つ

ぎ
の

ご

と

く
で

あ

る
｡

｢

ネ
グ

リ

ジ
ェ

ン

ス

の

立
証

責
任
は

､

原

告
に

あ

り
､

当

該
事
故
が

被
告
の

ネ
グ

リ

ジ
ェ

ン

ス

な

し
に

ど
の

よ

う
に

し
て

生
じ

え

た

か

の

合

理

的

説

明
を

提

出
す

る

証

拠

提

出
の

責

任
(

b

已
･

d
2

n

O
h

g
O
i

n
g

{

実
W
寛
仁

已
t

F

①

ま

計
n
c

e
)

は
､

被
告
に

あ

る
｡

そ
れ

ゆ

え
､

す
べ

て

の

証
拠
が

提
出
さ

れ
､

証
拠
が

均

衡
し
て

い

れ

ば
､

原
告
は

敗
訴

(

幻
)

す

る

(

傍
点

-
引
用
者

､

以

下
同
じ
)
｡

+

あ

る

い

は
､

｢

も

し
､

被
告
が

ネ

グ

リ
ジ

ェ

ン

ス

の

存
在
お

よ

び

不

存
在
と

等
し

く

矛
盾
し

な
い

合
理

的
説

明

を

提
出
し
た

場
合
に

は
､

被
告
に

ネ
グ

リ

ジ
ェ

ン

ス

が

あ

り
､

か

つ
､

そ
の

ネ

グ

リ
ジ

ェ

ン

ス

が

事
故
を

惹
起
し

た
こ

と

を

積
極
的
に

立
証
す

る

(

30
)

責
任
は

､

依
然
と

し

て

原
告
に

留
ま
る

｡

+

こ

の

説
に

よ

る

と
､

喜

骨
白

倉
邑
葛

事
件
は

､

つ

ぎ
の

よ

う
に

な
る

｡

ま

ず
､

原
告
が

､

当
該
事
件

は

喜

骨
白

～

息

鼓
弓

の

法

諺
が

通
用
さ
れ

る

事
件
で

あ

る
､

と

主
張

す
る

こ

と

に

よ
っ

て
､

被
告
に

証
拠
提
出
の

意
味
で

の

責
任
が

移
る

｡

そ

こ

で
､

被
告
は

､

自
己

に

ネ

グ

リ
ジ

ェ

ン

ス

が

な
か

っ

た

こ

と

ま
で

の

証

明
を

す
る

必

要
は

な
い

が
､

当
該
事
故
が

ネ

グ

リ
ジ

ェ

ン

ス

が

あ
っ

て

も

生

じ

た
で

あ

ろ

う
と

同
じ

く
､

ネ
グ

リ
ジ

ェ

ン

ス

が

な

く

と

も

生

じ
た

で

あ

ろ

う
程
度
の

合
理

的
説
明
を

す
る

必

要
が

あ

る
｡

最
後
に

､

全
証

拠
に

基
づ

い

て
､

被
告
の

ネ
グ

リ

ジ

ェ

ン

ス

が

判
断
さ

れ
､

事
実
認

定
者
の

確

信
が

､

原

告
に

と
っ

て

の

証
拠
の

優
越
と

な

ら

な

け

れ

ば

原
告
敗
訴
の

判

決
が

下
さ

れ

る
｡

仏

法
律
上
の

推
定
説

こ

の

説
は

､

証
拠
法
則
に

比

較
し

て
､

被

告
の

立
証
の

程
度
が

厳
し

く
､

ネ

グ

リ
ジ

ェ

ン

ス

不

法
行
為
の

厳
格
化
を

さ

ら
に

進
め

る
｡

そ

の

内
容
は

､

つ

ぎ
の

よ

う
に

説
か

れ
る

｡

｢

原
告
は

､

ネ

グ

リ
ジ

ェ

ン

ス

の

立
証
責
任
を

果
た

す

た

め
に

､

こ

の

法
諺
に

依
拠
す

る

こ

と

が

で

き

る
｡

そ
の

結
果

､

+

塙
㍑

絹

代

ゆ

る

合
理

的
注
意
を

尽
し

3

た

こ

と

を

肯
認
的
に

証

明

す
る

究
極

的

責

任
(

已
t

ぎ
p

訂

b

已
d
e

n
)

紺
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-
要
す

る

に
､

当

該
事
故
が

白
分
の

ネ
グ

リ

ジ
ェ

ン

ス

に

よ

る

も
の

で

な

か

っ

た
こ

と

を
､

す
べ

て

の

証
拠
の

優
越
で

証
明

す
る

こ

と

ー
を

被
告
に

移
す
こ

と

に

な
る

｡

そ

し

て
､

も

し
､

彼
〔

被
告

〕

が

そ

の

責
任
を

果
た

(

3 1
)

さ

な
か

っ

た

場
合
に

は
､

原
告
は

勝
訴
す
る

｡

+

こ

の

説
を

打

ち

出
し

た

判
決
が

一

九
五

五

年
に

出
さ

れ
､

多
く

の

論
議
を

呼
ん

だ

(

き
S
芦

声

(

32
)

き
熊

争

哲
空

事

件
)

事

実
･

経

過
は

､

注
(

3 2
)

に

譲
っ

て
､

本

説

を

展
開
し
た

エ

バ

シ

ュ

ッ

ド

記
録
長
官
(

E
く
e

訪
J

鼻

声
Ⅰ

こ

の

意
見

を

聞
こ

う
｡

彼
は

､

事
実

･

証
拠
を

検

討
し
た

後
で

言

う
｡

｢

原

告
は

､

自
己
の

立

証
事
項
(

c

琵
e
)

が

…

骨
白

倉
邑

小

寒

と

し

て

知
ら

れ
て

い

る

準
則
ま

た

は

原
則
の

中
に

入
る

も

の

で

あ

る
､

と

主

張
し

た
｡

す
な

ゎ

ち
､

爆

発
の

事
実
そ

れ

自
体
が

語
り

､

反
対
の

説
明
が

な

さ
れ

え

な
い

限
り

､

被
告
の

側
の

ネ
グ

リ

ジ

ェ

ン

ス

の

結
論
を

も
た

ら

す
､

と

主

張
し

た
｡

そ
れ

ゆ

え
､

彼
女
〔

原
告
〕

が

申
し

立
て

て

い

る

よ

う
に

､

立

証
責

任
(

き
且

は
､

被
告
に

あ

り
､

そ

れ

は
､

彼
女
が

原

審
お

よ

び

わ

れ

(

33
)

わ

れ

の

面
前
で

弁
論
し

た
よ

う
に

､

結
局

､

果
た

さ

れ

な

か

っ

た
+

と
｡

ル

ウ
ィ

ス

(

T
･

E

…
s

L
｡

W

且

は
､

本
件
を

評
し
て

､

法
律
上
の

推
定

(

3 4
)

説
を

宣
明
し
た

も
の

で

あ

る
､

と

し
､

､

､

､

ル

ナ
ー

(

芦

A
･

呂

2
-

壱
)

も
､

法
律
上

の

立

証
責
任
の

転
換
の

効
果
を

与
え
た

も

の

と

し
て

本
件
を

(

3 5
し

あ

げ
る

｡

こ

の

画
期
的
な

判
決
に

た
い

し
て

は
､

し

か

し

な

が

ら
､

そ
の

急
進
性
を

論
難
す
る

者
も

少
な

く

な
い

｡

本
件
を

も

含
め

て
､

法
律
上
の

推
定
説
に

た
い

し

て
､

｢

も

し
､

こ

の

見
解
が

採
用
さ

れ

る

な

ら

ば
､

こ

の

法

諺
に

訴
え

る

こ

と

に

よ
っ

て
一

応

有

利
な

事

件
(
+

官
営
Q

L

官
計

｡

賀
"

)

を

成
立

さ
せ

る

原
告
は

､

他
の

方
法
で

一

応
有
利
な

事
件
を

成
立

(

3 6
)

さ

せ
る

原
告
よ

り

も
､

よ

り

強
力
な

地

位
に

つ

く

こ

と

に

な

ろ

う
+

と

か
､

｢

イ

ギ
リ

ス

の

詔
裁
判
所
が

後
者
の

見
解

〔

法
律
上

の

推

定

説
〕

に

鎚

傾
き
つ

つ

あ

る

の

は
､

退
憾
な
こ

と

で

あ
(

帥
r

と

か

の

批

判

的
●

否

定

6

的
見
解
が

公
表
さ

れ
て

い

る
の

で

あ

る
｡

他
方

､

少
数
で

は

あ

る

が

肯
定

的
見
解
も

見
ら

れ
る

｡

､

､

､

ル

ナ
ー

は
､

立

証
責
任
の

転
換
に

積
極

的
で

あ

る
｡

｢

そ
の

趣
旨
は

､

…

骨
斡

首
邑
や

琶

を
､

通

常
､

被
告
の

側
に

ネ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

グ

リ
ジ

エ

ン

ス

の

あ

る

こ

と

を

示

す

〓
疋

の

出
来
事
の

証
拠
に

関
す
る

便

､

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

宜
的

表
現

用
語
か

ら
､

被
告
の

責
任
を

免
ず
る

に

十
分
有
力
な

､

被
告
に

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

よ

る

肯
認
的
な

無
意
の

証
明

(

島
呂
邑
く
e

p

岩
｡
{

0

:
呂
O
C

e

宍
e
)

の

存
在
し

な
い

場
合
に

､

裁
判
所
が

原
告
有
利
に

判
断
し

な

け

れ

ば

な

ら

､

ヽ

ヽ

(

訪
)

な
い

､

と

す

る

法
準
則
へ

と
､

変
質
さ

せ

る

こ

と
で

あ

る
+

と
｡

彼
ほ

ど

強
力
で

は

な
い

が
､

ク

ロ

ス

(

河
u

竹

芝
C

3
S

∽
)

も
､

そ
の

『

証
拠
法
』

の

著
書
で

､

こ

の

考
え

方
が

､

し

ば

し

ば

想
像
さ

れ

て

い

る

ほ

ど

に

は

異

(

39
)

常
な

も
の

で

は

な
い

で

あ

ろ

う
､

と

結
論
し

て

い

る
｡

(
小

e

但

し
､

今

日

の

イ

ギ

リ

ス

で

は
､

ア

メ

リ

カ

と

は

異
な

り
､

民

事
事

件
で

の

陪

審
の

使

用

ほ

制

限

さ

れ

て

い

る

(

令

W
.

声

C
O

邑
s

F
､

T
F
2

甘
r

y

(

-

¢

ご
)

)

｡

本

文
の

叙

述
は

､

陪

審
が

使
用

さ

れ

る

場

合
を

想

定

し

た

も
の

で

あ
る

｡

(
小

竺

S

巴
m
O

阜

阜

邑
･

､

p
･

旨
¢

‥

卜

望
ユ
∽

-

阜

邑
..

写
空

知

宍
ご

C
-

e

旨

紆

L
r

乙
s

き

ざ

き
合
N

(

こ
t

F

a

+
設
丘

.

(

2 7
)

P

勺
･

〇
､

C
｡

n
-

邑
-

∵
へ

替
ゎ

+

官
白

卜

遥
訂

ぎ
｡

二
-

設
ヱ

C
A

岩

野

L

ナ

〓
00

､

〓
∞

-
〓
P

(

2 8
)

ト

巴

㌣
p

･

〓
P

な
お

､

河

毛
①
r
t

C

3
S

S
､

E
く

岩
e

ロ
n

e
.

-

N

h

-
-

N

00

(

い

乙

e

戸

-

芸
ご

は
､

前

者
を

説

得
的

推
定

と

し

て

の

喜

母
h

斡

､

遥
N

鼓
弓

と

呼
び

､

後

者
を

証

拠
上

の

推
定

と

し

て

の



言
ゎ

母
h

熊

､

遥
や
､

叫

冒
1

と

呼
ぶ

｡

(

2 9
)

｢
e

w
小

∽
.

尽
.

n
叫

㌣

ワ

設
･

(

30
)

∽

巴
m
O

n

早

Q

や

邑
こ

p
･

山

○

や

(

3 1
)

｢
e
ノ

ユ
∽

､

▲

尽
.

n

叫

㌻

ワ

加

ム

一

(

3 2
)

[

-

£
且

-

中

ロ

治
か

被
告
の

雇

用

す
る

労
働
者
が

d

?

2
S
･

t

i

日

羽

タ

ン

ク

の

爆

発
で

即

死
｡

原

告
(

労
働
者
の

未

亡
人
)

が

被

告

の

ネ

グ

リ

ジ
ェ

ン

ス

を

理

由
に

損

害

賠

償
請
求

｡

原

審

裁
判

官
は

､

被
告

側

鑑
定

証
人
の

理

論
的

可

能
性
に

基
づ

い

た

説

明
か

ら
､

当

該

事

故
は

､

ネ

グ

リ

ジ
ェ

ン

ス

の

存

在
､

不

存

在
い

ず
れ
で

も

発
生

し

た
､

と

し
､

そ

の

説

明

は

事
故
か

ら

生

ず
る

ネ
グ

リ

ジ

ェ

ン

ス

の

推

認

を

十

分
に

反

証
し

た

と

考
え
て

､

原

告

敗

訴
と

判
示
し

た
｡

本

件

は
､

そ

の

上

訴

審
､

原

告

勝

訴
｡

(

3 3
)

[

-

茂
且

-

中

野

h

芸
-

芸
P

(

3 4
)

｢
①

弓
耳

C

監
e

P

ロ

d

C
O

ヨ
ヨ
e

ロ
t

､

[

-

¢

h

且

C
一

己

P

J
･

ナ

一

山

O

-
【

h

い
.
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呂
≡
ロ
e

r
.

与
.

Q

叫

㌻

p
一

¢

-
･

S

巴
m
O
ロ

早

長
一

邑
.

､

p
.

ご
○

‥

宣
○

蒜
p

ロ
､

尽
･

邑
こ

p
･

窒
〉

S
t
r

e

e
t

.

T
F
e

r
P
ノ

く

○
{

T
O
r
t

∽
.

-

い

¢

(

N

ロ
ー

e

d
.

-

芝
¢

)

.

呂
≡
ロ
e

l
､

尽
.

へ

泣
.

､

p
･

茫
･

C
r

O
S

S
.

Q

サ

P
叫

㌻

ワ

ー

N

∞
･

四

知

記

号
旨

訂
屯

ま
丸

ぎ
ヽ

原
則

-
評
価
と

日

本
法
へ

の

示

唆

…
む

す
ぴ

に

か

え
て

-

イ
ギ

リ

ス

に

お

け
る

言
ゎ

母
h

a

､

遥
急
ぎ
1

原
則
の

評
価
を

要
約
的
に

示
せ

ば

以

下
の

ご

と

く

な

ろ

う
｡

ま

ず
､

証
拠
法
則
説
に

依
拠
す

る

伝
統

的
立

場
は

､

こ

れ

を

通

常
の

情
況
証

拠
と

同
じ
よ

う
に

扱
お

う
と

し
､

な

ん

ら

新
し
い

役
割
を

期
待
し

な
い

｡

こ

れ
に

た
い

し
て

､

法
律
上

の

推
定

説
を

支
持
す
る

最
近
の

有
力
な

考
え

方
ほ

､

こ

の

原
則
を

積
極
的
に

活
用

す
る

こ

と

を

主
張
し

､

ネ

グ

リ
ジ

ェ

ン

ス

事
件
に

厳
格

責
任
化
を
も

た

ら

(

40
)

す
極
め

て

重

安
な

手
段
と

考
え
て

お

り
､

さ

ら
に

ほ
､

ネ
グ

リ

ジ

ェ

ン

ス

法
そ
の

も
の

の

発
展
に

と
っ

て

も
､

こ

の

原

則
の

援
助

を

看
過
し

え
な
い

(

4 1
)

も
の

と

見
て

い

る
､

と

言
え
よ

う
｡

と
こ

ろ
で

､

以

上
で

見
て

き

た

…

首

岩
～

息

鼓
弓

原
則
は

､

わ
が

法
に

い

か

な

る

示

唆
を

与

え
る

か
｡

イ

ギ

リ

ス

法
が

､

こ

の

原

則
に

結
晶

さ
せ

て

き

た

法

観
念
は

､

わ
が

国
で

は
､

｢

過
失
の

一

応
の

推
定
+

の

理

(

4 2
)

論
の

一

部
と

し

て

処
理
さ

れ

て

き
た

､

と

考
え

ら
れ
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